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ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
方
々
（
二
〇
二
二
年
四
月
～
十
月
） 

【
個
人
様
】
敬
称
を
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

中
島
利
明
（
久
喜
市
）、
埴
原
千
代
喜
（
岩
槻
区
）、
伊
藤
光
枝
（
富

士
見
町
）、
友
野
重
雄
（
富
士
見
町
）、
大
島
夏
緒
里
（
東
栄
）、 

木
村
み
わ
こ
（
東
栄
）、
松
本
忠
夫
（
行
田
市
）、
高
橋
剛
（
川
越
市
）、

堀
江
房
子
（
志
多
見
）、
山
崎
繁
雄
（
駒
場
）、
松
島
良
一
（
中
渡
）、

関
口
雅
史
（
鴻
茎
）、
木
村
欽
一
（
岡
古
井
）、
川
辺
和
洋
（
羽
生
市
）、 

【
団
体
様
・
企
業
様
】
敬
称
を
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

埼
玉
県
子
ど
も
食
堂
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

加
須
市
民
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ 

全
国
子
ど
も
食
堂
支
援
セ
ン
タ
ー
・
む
す
び
え 

全
国
食
支
援
活
動
協
力
会
・
サ
ポ
セ
ン 

赤
い
羽
根
さ
い
た
ま
（
パ
ン
ト
リ
ー
食
品
） 

浦
和
競
馬
こ
ど
も
基
金 

オ
リ
ッ
ク
ス
宮
内
財
団
（
食
品
、
ガ
ス
釜
） 

キ
ユ
ー
ピ
ー
み
ら
い
た
ま
ご
財
団
（
食
品
） 

埼
玉
県
社
会
福
祉
協
議
会
（
夏
休
み
カ
レ
ー
大
作
戦
） 

埼
玉
県
青
年
会
議
所
子
ど
も
食
堂
フ
ェ
ス
タ 

子
ど
も
食
堂
カ
ッ
プ
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
大
会
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ 

（
株
）CTI

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
（
野
菜
）） 

Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
（
野
菜
、
な
し
、
い
ち
ご
、
お
米
） 

（
株
）
イ
オ
ン
ア
グ
リ
（
ト
マ
ト
） 

（
株
）
コ
ロ
ン
バ
ン
（
お
菓
子
） 

（
株
）
中
森
農
産
（
お
米
、
さ
つ
ま
い
も
） 

（
株
）
市
流
（
キ
ャ
ベ
ツ
）、（
株
）
吉
野
家
（
牛
丼
） 

Ｋ
Ｆ
Ｃ
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
・
フ
ラ
イ
ド
・
チ
キ
ン
（
株
）
ナ
オ
イ
（
米
） 

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
経
済
６
団
体
（
非
常
食
）、
コ
ー
プ
み
ら
い
（
米
） 

（
株
）
朝
日
航
洋
（
非
常
食
）、（
株
）
神
戸
物
産
（
弁
当
容
器
） 

（
株
）
ブ
リ
ジ
ス
ト
ン
・
フ
ロ
ー
テ
ッ
ク
（
非
常
食
） 

エ
ミ
ュ
ー
パ
ン
店
（
パ
ン
）、（
株
）
フ
ジ
ッ
コ
（
惣
菜
） 

（
株
）
バ
ッ
カ
ス
（
レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー
） 

そ
の
他
、
匿
名
希
望
の
個
人
様
・
企
業
様
か
ら
、
多
数
の
ご

寄
贈
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
子
ど
も
食
堂
と
パ
ン
ト
リ
ー
活
動

の
運
営
に
、
有
効
に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

皆
様
の
ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

  

プチ・パントリー委員会 

コロナ禍だからこそのパントりー 
プチ・パントリー委員会委員長 金谷京子 

 コロナ禍が続いていますが、こんな時こそ支援が必要と

の思いから、2022年度もパントリー活動を継続しています。 

品物を定期的に提供していただける企業さんや農家さん

も増え、利用者の方に提供できる品物もバラエティーに富ん

できました。利用されている方は約３０軒強。すくすくのス

タッフがお届けする家庭と、所定の場所まで取りにきていた

だく家庭があります。また、LINEグループで連絡を取り合

ったり、直接お話ししたり、スタッフと利用者さんとのコミ

ュニケーションを絶やさないように心がけています。 

季節の物は購入してお届けしていますが、今は、諸団体か

らの助成金で賄っているものの、財源の確保にはやや難儀し

ています。これからも応援や寄附もお願いしたいです。 

   

提供する食品を準備中       お楽しみくじも用意しました 

研修委員会 

会員も成長しています 
研修委員会委員長 関口一夫 

研修委員会は、10月 3日に、理事の金谷京子さん

から、九州北部の子ども食堂を訪問され見聞された

ことを報告していただきました。 

佐賀県唐津市や福岡県糸島市の 3 か所の子ども食

堂はそれぞれ個性的な活動を展開しています。居場

所型やイベント型などそれぞれの場所のニーズにあ

ったサービスを提供されています。 

金谷さんは、子ども食堂のこれからの課題につい

て、①スタッフをいかに巻き込むか。②必要とする

対象者への周知をどうするか。と述べられています。 

他地域の子ども食堂の話を聞くことは大事ですね。 

 

⇧佐賀県唐津市のミライエ（未来の家）は、食堂、学習室、

図書スペース、浴室を備える子ども第三の居場所です。中高生

が放課後や週末に利用できる、家でも学校でもなく、子どもた

ちが気軽に来て安らげるような居場所です。（ミライエ HPより） 

                                   

         

       

  

 

       

         

                  

 

              

一
般
社
団
法
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す
く
す
く
広
場 

 
 

令
和
四
年
度
役
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理
事
長 

 

丸
山 

綱
男 

副
理
事
長 

増
田 

雄
一 

事
務
局
長 

戸
恒 

和
夫 

理
事 

 
 

坂
本
佳
代
子 

理
事 

 
 

金
谷 

京
子 

理
事 

 
 

関
口 

一
夫 

理
事 

 
 

杉
沢 

正
子 

理
事 

 
 

山
口 

哲
司 

監
事 

 
 

野
瀬 

慎
一 

相
談
役 

 

高
野 

勝
良 

補
佐
役 

 

浦
部 

牧
子 

補
佐
役 

 

鈴
木 

幸
枝 

補
佐
役 

 

赤
嶺 

菊
枝 

補
佐
役 

 

鈴
木 

智
子 

 
 

 

編 

集 

後 

記 

▼
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
普
及
し
紙
媒

体
は
不
要
と
い
う
風
潮
に

乗
り
、
す
く
す
く
通
信
も

し
ば
ら
く
休
刊
し
て
い
ま

し
た
▼
コ
ロ
ナ
禍
で
益
々

Ｓ
Ｎ
Ｓ
頼
り
が
加
速
し
て

二
年
、
紙
を
手
に
取
っ
て

読
む
こ
と
が
無
性
に
恋
し

く
な
り
、
再
発
行
の
運
び

と
な
り
ま
し
た
▼
オ
ン
ラ

イ
ン
も
い
い
け
ど
、
会
っ

た
時
の
ほ
っ
こ
り
感
は
画

面
で
は
味
わ
え
な
い
気
持

ち
で
す
▼
そ
ん
な
ほ
っ
こ

り
感
が
伝
わ
っ
た
ら
嬉
し

い
で
す
。 

（
杉
沢
正
子
） 

 


